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学
校
情
報
化
認
定
の

説
明
会
を
実
施Ｊ

Ａ
Ｅ
Ｔ

……………………………………

……………………………………

■
学
習
評
価

会
議
で
は
、
現
行
の
学
習

評
価
に
関
す
る
次
の
課
題
が

共
有
さ
れ
た
。
▼
評
価
材
料

が
多
く
、
課
題
処
理
や
記
録

に
時
間
が
か
か
り
、
学
習
・

指
導
の
充
実
に
つ
な
が
ら
な

い

▼
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の

み
で
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

を
評
価
す
る
こ
と
に
限
界
が

あ
る

▼
評
価
が
評
定
中
心

と
な
り
、
学
習
改
善
に
結
び

つ
き
に
く
い

▼
学
期
を
ま

た
い
だ
成
長
が
評
定
に
反
映

さ
れ
に
く
い
・
次
期
学
習
指

導
要
領
で
議
論
さ
れ
て
い
る

「
中
核
的
な
概
念
等
」
が
評

価
で
ど
う
扱
わ
れ
る
か
不
安

が
あ
る

改
善
案
と
し
て
、
以
下
が

示
さ
れ
た
。

▼
「
初
発
の

思
考
や
行
動
」
「
学
び
の
主

体
的
な
調
整
」
「
他
者
と
の

対
話
・
協
働
」
が
表
れ
た
場

合
、
観
点
別
評
価
（
思
考
・

判
断
・
表
現
）
に
「
◯
」
を

付
記

▼
「
学
び
に
向
か
う

力
・
人
間
性
等
」
は
教
育
課

程
全
体
で
個
人
内
評
価
と

し
、
評
定
に
は
含
め
な
い

▼
「
中
核
的
な
概
念
等
」
の

扱
い
は
今
後
さ
ら
に
整
理

新
た
な
観
点
別
評
価
で

は
、「
知
識
・
技
能
」「
思
考

・
判
断
・
表
現
」
を
い
ず
れ
も

目
標
準
拠
評
価（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

と
し
、
両
者
を
総
合
し
て
評

定
（
小
学
校
３
段
階
、
中
学

校
・
高
校
５
段
階
）
を
行
う
。

こ
れ
ま
で
評
定
に
含
ま
れ
て

い
た
「
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
等
」
は
評
定
せ
ず
、

総
合
所
見
欄
な
ど
で
扱
う
方

針
で
あ
る
。

単
元
計
画
づ
く
り
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
学
習
指
導
要
領
を

参
照
し
、
目
標
／
見
方
や
考

え
方
／
高
次
の
資
質
・
能
力

（
統
合
的
な
理
解
＋
総
合
的

な
発
揮
）
を
確
認
し
、
解
説

や
評
価
規
準
例
を
踏
ま
え
て

学
習
内
容
と
評
価
計
画
を
立

案
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に

つ
な
が
る
新
た
な
学
習
評
価

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、
第
７

回
で
次
の
流
れ
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。

①
目
標
と
評
価
規
準
の
設
定

②
評
価
課
題
の
デ
ザ
イ
ン

③
学
習
過
程
の
デ
ザ
イ
ン

④
形
成
的
評
価
の
計
画
的
実

施
⑤
授
業
の
実
施

⑥
総
括
的
評
価

■
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

フ
ロ
ー
を
見
直
し

前
回
改
訂
で
充
実
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
課
題
や
Ａ
Ｉ

な
ど
の
技
術
革
新
を
踏
ま

え
、
フ
ロ
ー
の
見
直
し
が
検

討
さ
れ
た
。
現
行
で
は
「
問

題
を
見
出
す
」
こ
と
が
出
発

点
だ
が
、改
訂
案
で
は「
実
現

し
た
い
こ
と
を
構
想
す
る
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の

後
、
課
題
や
条
件
の
整
理
、

Ａ
Ｉ
へ
の
指
示
、
生
成
物
の

妥
当
性
の
検
討
を
行
い
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
検
証
・
改

善
し
て
問
題
解
決
に
つ
な
げ

る
流
れ
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
心
だ

っ
た
「
正
確
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
す
る
」
か
ら
、
「
ど

う
活
用
し
て
価
値
を
創
造
す

る
か
」
へ
重
点
を
移
す
。
構

想
か
ら
始
め
る
こ
と
、
価
値

創
造
へ
の
シ
フ
ト
に
よ
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
有

用
性
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

■
情
報
活
用
能
力
を

体
系
的
に
育
む

小
学
校「
情
報
の
領
域（
仮

称
）」、
中
学
校
「
情
報
・
技

術
科（
仮
称
）」
、
高
等
学
校

「
情
報
」
の
学
び
が
ど
の
よ

う
に
連
続
し
、
ど
の
よ
う
に

積
み
上
が
る
か
に
つ
い
て
、

体
系
整
理
と
分
か
り
や
す
い

提
示
方
法
の
検
討
が
始
ま
っ

た
。
６
月
を
目
途
に
一
定
の

結
論
を
ま
と
め
る
予
定
だ
。

本
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
、
同
セ

ン
タ
ー
創
立
５０
周
年
企
画

「
広
げ
よ
う
深
め
よ
う
『
教

科
書
を
使
っ
て
探
究
学
習
』

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
一
環
と
し

て
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
日
登
壇
し
た
の

は
、
津
森
平
教
諭
（
島
根
大

学
教
育
学
部
附
属
義
務
教
育

学
校
）
、
吉
田
康
祐
教
諭

（
静
岡
市
立
城
北
小
学
校
）。

進
行
役
は
、
同
セ
ン
タ
ー
特

別
研
究
員
で
あ
る
佐
藤
和
紀

准
教
授
（
信
州
大
学
教
育
学

部
）
が
務
め
た
。

■
教
科
書
の
構
造
を

理
解
す
る
こ
と
の
意
味

佐
藤
准
教
授
は
冒
頭
、「
な

ぜ
教
科
書
の
構
造
理
解
が
探

究
と
結
び
つ
く
の
か
。
次
期

学
習
指
導
要
領
で
は
『
深
い

学
び
』
の
実
装
が
求
め
ら
れ

て
お
り
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

『
つ
な
げ
て
考
え
る
』
で
あ

る
。
教
科
書
か
ら
の
情
報
収

集
や
読
解
を
自
己
調
整
的
に

行
え
る
こ
と
は
探
究
の
基
盤

に
な
る
。
今
日
は
実
践
か
ら

そ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た

い
」
と
主
旨
を
説
明
し
た
。

教
科
書
に
は
「
め
あ
て
」

「
ポ
イ
ン
ト
」
「
学
習
問

題
」
「
見
方
・
考
え
方
」

「
学
び
方
」
な
ど
が
見
開
き

で
配
置
さ
れ
て
お
り
、
各
教

科
書
会
社
は
、
グ
ラ
フ
や
タ

イ
ト
ル
、
資
料
、
出
典
な
ど

の
細
部
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
関
係
性
を

読
み
解
く
力
＝
教
科
書
を
読

む
力
は
、
情
報
と
情
報
を
結

び
付
け
る
力
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
構
造
を
子
供

自
身
が
理
解
し
た
う
え
で
教

科
書
を
読
み
解
く
こ
と
で
、

自
ら
学
び
、
課
題
を
見
つ
け

る
力
が
育
ま
れ
る
。
教
科
書

を
読
み
解
け
る
よ
う
に
な
る

と
「
教
科
書
っ
て
す
ご
い
」

「
楽
し
い
」
と
感
じ
、
問
い

が
生
ま
れ
、
探
究
学
習
の
基

盤
に
な
る
、
と
述
べ
た
。

【
実
践
】
算
数
・
理
科

津
森
平
教
諭

津
森
教
諭
は
、
６
年
算
数

「
分
数
×
分
数
」の
単
元
で
、

な
ぜ
割
り
算
で
解
決
で
き
る

の
か
を
理
解
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
図
と
説
明
の
ど
こ
が

「
対
応
」
し
て
い
る
の
か
、

何
と
何
が「
同
じ
」な
の
か
な

ど
、
教
科
書
紙
面
を
丁
寧
に

読
み
解
く
指
導
を
行
っ
た
。

教
科
書
を
つ
な
げ
て
読
め
る

よ
う
に
な
る
と
、
問
題
文
の

捉
え
方
や
式
と
の
関
連
付
け

が
で
き
、
子
供
自
身
で
課
題

発
見
が
可
能
に
な
る
と
い

う
。理

科
で
は
、
予
想
を
立
て

る
こ
と
が
難
し
い
子
に
対
し

て
、
教
科
書
を
「
ガ
イ
ド
」

と
し
て
活
用
。
関
連
付
け
て

説
明
す
る
こ
と
で
、
教
科
書

か
ら
問
い
や
課
題
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
読
み

方
が
身
に
つ
く
と
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
学
べ
る
よ
う
に
な

る
と
述
べ
た
。

【
実
践
】
社
会
・
国
語

吉
田
康
祐
教
諭

吉
田
教
諭
は
現
在
、
チ
ー

ム
担
任
制
の
も
と
社
会
と
国

語
を
担
当
し
、
両
教
科
で
探

究
的
な
学
習
を
推
進
し
て
い

る
。
目
指
す
の
は
「
汎
用
的

な
学
び
方
の
獲
得
」で
あ
る
。

社
会
科
で
は
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
教
科
書
構
造

を
示
し
、
資
料
と
本
文
を
結

び
付
け
て
読
み
取
る
力
を
育

成
。
「
世
界
に
歩
み
だ
す
日

本
」
で
は
、
子
供
た
ち
が
資

料
か
ら
多
様
な
問
い
を
見
出

し
、
自
ら
調
べ
て
理
解
を
深

め
た
。
教
科
書
を
し
っ
か
り

読
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
自

ら
課
題
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
報
告
し
た
。

■
教
科
書
は

「
探
究
」
の
基
盤

同
セ
ン
タ
ー
の
新
津
事
務

局
長
・
副
館
長
は
「
教
科
書

は
日
本
の
ど
こ
に
い
て
も
同

じ
内
容
を
学
べ
る
基
盤
。
近

年
は
『
自
学
自
習
で
き
る
教

科
書
』
へ
の
改
善
も
進
ん
で

い
る
。『
探
究
』
が
重
視
さ
れ

る
次
期
学
習
指
導
要
領
に
お

い
て
、
教
科
書
の
構
造
理
解

が
探
究
の
基
盤
に
な
る
点
を

広
め
た
い
」
と
ま
と
め
た
。

■
８
月
２１
日
に

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催

同
セ
ン
タ
ー
は
「
探
究
学

習
が
つ
な
ぐ
小
中
高
に
お
け

る
子
供
主
体
の
学
び（
仮
）」

を
テ
ー
マ
に
山
梨
県
教
育
委

員
会
と
共
催
で
８
月
２１
日
に

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
。
山
梨

県
立
笛
吹
高
等
学
校
、
小
中

一
貫
校
南
ア
ル
プ
ス
市
立
白

根
御
勅
使
中
学
校
、
北
杜
市

立
長
坂
小
学
校
が
登
壇
。

教
科
書
の
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
で
「
探
究
力
」
が
高

ま
る
―
―
。
こ
れ
は
公
益
財
団
法
人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ

ー
主
催
「
教
科
書
を
使
っ
て
探
究
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
第

３
回
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
登
壇
し
た
教
員
の
言
葉
だ
。
教
科
書

研
究
セ
ン
タ
ー
は
５
月
１１
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ウ
ェ
ビ
ナ

ー
「
探
究
的
な
学
習
を
深
め
る
教
科
書
活
用
の
可
能
性
」

第
３
回
を
開
催
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
教
科
書
の
構
造
理

解
と
探
究
学
習
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
・
教
育
課

程
部
会
情
報
・
技
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
第
９

回
）
が
５
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
議
題

は
、
学
習
評
価
の
在
り
方
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

見
直
し
、
小
学
校
「
情
報
の
領
域（
仮
称
）」
、
中
学
校

「
情
報
・
技
術
科
（
仮
称
）」
、
高
等
学
校
「
情
報
」

の
体
系
整
理
に
つ
い
て
で
あ
る
。

２
０
２
６
年
３
月
末
、
５４

年
の
歴
史
を
も
つ
任
意
団
体

か
ら
一
般
社
団
法
人
へ
と
移

行
し
た
一
般
社
団
法
人
日
本

教
育
工
学
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ｔ
）
は
５
月
１９
日
、
学
校
情

報
化
認
定
の
説
明
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

学
校
情
報
化
認
定
に
は

「
優
良
校
」
「
先
進
校
」

「
先
進
地
域
」
が
あ
る
。
昨

年
度
末
に
優
良
校
は
４
０
０

０
校
以
上
に
、
先
進
校
は
５０

校
、
先
進
地
域
は
５０
地
域
を

超
え
た
。

優
良
校
に
つ
い
て
は
、
学

校
情
報
化
認
定
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で

「
情
報
化
の
現
状
」
２０
項
目

に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
該

当
状
況
を
自
己
診
断
し
た
上

で
申
し
込
む
。
申
請
者
は
、

普
通
教
室
数
や
提
示
装
置
台

数
、
校
務
用
Ｐ
Ｃ
数
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
雇
用
形
態
な
ど

の
学
校
情
報
を
記
入
。
「
教

師
の
活
用
」
「
児
童
生
徒
の

活
用
」
「
校
務
活
用
」
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
に
つ
い
て
の
写

真
も
各
３
枚
ず
つ
ア
ッ
プ
す

る
。
異
な
る
教
員
、
教
科
、

ク
ラ
ス
、
学
年
で
あ
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
校
務
、
学

力
、
情
報
活
用
能
力
の
変
容

が
わ
か
る
よ
う
に
前
後
の
具

体
的
な
姿
や
調
査
結
果
の
数

値
な
ど
も
記
載
。
前
述
の
３

項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
別

途
、
記
載
す
る
方
法
が
推
奨

さ
れ
た
。

指
導
計
画
や
特
色
あ
る
取

組
に
関
す
る
資
料
は
参
考
資

料
で
あ
り
必
須
で
は
な
い

が
、
審
査
員
へ
の
ア
ピ
ー
ル

に
な
る
と
説
明
。

な
お
学
校
が
統
廃
合
し
た

場
合
は
新
た
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
る
。

先
進
校
に
つ
い
て
は
、
優

良
校
の
中
か
ら
特
に
優
れ
た

取
組
を
次
の
３
カ
テ
ゴ
リ
の

い
ず
れ
か
に
お
い
て
認
め
る

も
の
。
▼
教
科
指
導
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

▼
情
報
教

育

▼
校
務
の
情
報
化

選
定
は
、
学
校
情
報
化
認

定
委
員
の
投
票
と
、
エ
ビ
デ

ン
ス
に
基
づ
い
た
合
議
に
よ

り
決
定
す
る
。

先
進
地
域
は
、
学
校
情
報

化
認
定
に
全
校
が
登
録
し
、

か
つ
８０
％
以
上
が
優
良
校
で

あ
る
地
域
を
認
定
。

優
良
校
、
先
進
校
、
先
進

地
域
に
認
定
さ
れ
た
学
校
・

地
域
に
は
認
定
証
や
ロ
ゴ
が

贈
ら
れ
る
。
学
校
Ｗ
ｅ
ｂ
や

名
刺
等
に
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

学ぶ意義を理解しやすい「シンプルでわ
かりやすい」、そして「誰もが参照しや
すい」学習指導要領をめざし、議論が深
まっている。多くの思いが盛り込まれる
ことで複雑化してきた面を見直し、育む
べき力について、より理解しやすい内
容、利用しやすい形態となることが期待
されている

文
部
科
学
省
は
４
月
３０
日

の
中
央
教
育
審
議
会
初
等
中

等
教
育
分
科
会
教
員
養
成
部

会
教
職
課
程
・
免
許
・
大
学

院
課
程
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
「
学
校
教
育
に

お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
に
関
す
る

こ
れ
ま
で
の
取
組
」
を
公
表

し
た
。
次
期
学
習
指
導
要
領

で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
校
務
利

用
に
つ
い
て
総
則
等
へ
の
記

載
を
検
討
し
て
い
る
。
児
童

生
徒
に
よ
る
活
用
に
つ
い
て

も
検
討
中
だ
。

こ
の
数
年
で
急
速
に
進
化

し
た
先
端
技
術
で
あ
る
生
成

Ａ
Ｉ
。
文
部
科
学
省
で
は
２

０
２
４
年
１２
月
、
初
等
中
等

教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ

Ｉ
の
利
活
用
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
Ｖ
ｅ
ｒ
．
２
・
０

と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
２
０
２
３
年

度
か
ら
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ

ス
ク
ー
ル
の
一
部
で
生
成
Ａ

Ｉ
活
用
を
検
証
。
次
年
度
以

降
は
生
成
Ａ
Ｉ
パ
イ
ロ
ッ
ト

校
と
し
て
指
定
し
、
２
０
２

６
年
度
は
教
育
利
用
１０
自
治

体
３３
校
に
加
え
て
認
定
校
７４

校
、
校
務
利
用
１
０
０
自
治

体
２
６
１
校
（
認
定
校
１６

校
）
、
教
材
実
証
５１
自
治
体

１
４
６
校
（
認
定
校
３２
校
）

を
指
定
し
て
実
証
を
継
続
。

成
果
報
告
会
も
継
続
し
て
行

う
。文

科
省
公
表
資
料
に
よ
る

と
「
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

学
校
で
、
働
き
方
の
改
善
に

効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
学
校

が
９８
％
と
非
常
に
高
い
割
合

で
あ
り
教
職
員
の
校
務
に
お

け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
は

広
が
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
取

組
は
道
半
ば
」
と
評
価
し
て

い
る
。

■
諸
外
国
の
動
き

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ

調
査
（
２
０
２
４
）
に
よ
る

と
中
学
校
教
員
の
生
成
Ａ
Ｉ

活
用
率
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の

な
か
で
も
極
め
て
低
い
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
「DigitalEd

ucation
Outlook

202
6

」
と
し
て
、
教
育
分
野
に

お
け
る
効
果
的
な
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
に
関
す
る
最
新
の
エ

ビ
デ
ン
ス
を
ま
と
め
て
お

り
、
も
ろ
も
ろ
の
懸
念
点
を

理
解
し
つ
つ
「
技
術
を
拒
絶

す
る
の
で
は
な
く
、
深
く
意

味
の
あ
る
学
習
を
可
能
と
す

る
た
め
の
活
用
を
考
え
る
べ

き
」
と
い
う
方
針
を
示
し
、

「
学
習
の
近
道
（
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
）
で
は
な
く
、
学
習

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
課
題
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
度
の
文
科
省

補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
冒

頭
に
記
載
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
パ

イ
ロ
ッ
ト
校
の
指
定
を
通
じ

た
利
活
用
事
例
の
創
出
や
教

育
課
題
の
解
決
に
向
け
た
生

成
Ａ
Ｉ
の
実
証
研
究
、
事
例

収
集
及
び
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の

運
営
等
、
校
務
で
の
生
成
Ａ

Ｉ
の
利
活
用
推
進
の
た
め
の

調
査
及
び
校
務
で
の
生
成
Ａ

Ｉ
の
利
活
用
に
関
す
る
手
引

き
の
作
成
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
進
化
に
伴
う

新
た
な
知
見
や
成
果
が
、
次

期
学
習
指
導
要
領
に
も
反
映

さ
れ
て
い
く
見
通
し
で
あ

る
。

２面 自治体全体のセキュリティ体制を強化
３面 「統合的な理解」「総合的発揮」とは

堀田龍也教授（東京学芸大学副学長）インタビュー

４面 フィジカルＡＩ人材を輩出する
５面 学校図書館特集
６面 教育旅行
７面 学校保健・学校給食
８面 教育ニュースほか

熊
本
県
高
森
町
（
古
庄
泰

則
教
育
長
）
で
は
、
自
立
し

た
学
習
者
の
育
成
を
め
ざ

し
、
個
別
最
適
化
さ
れ
た
深

い
学
び
を
推
進
し
て
い
る
。

特
に
、
教
師
だ
け
で
は
対
応

が
難
し
い
指
導
の
個
別
化
・

学
習
の
個
性
化
に
対
し
て
、

生
成
Ａ
Ｉ
の
サ
ポ
ー
ト
を
取

り
入
れ
た
自
己
調
整
学
習
を

展
開
し
て
い
る
。

高
森
中
学
校
（
奈
須
勝
校

長
）
で
は
、
複
数
の
教
科
で

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
自
己

調
整
学
習
が
始
ま
っ
て
い

る
。１

年
数
学
で
は
、
目
的
に

応
じ
た
デ
ー
タ
の
収
集
・
分

析
を
行
い
、
傾
向
の
判
断
や

説
明
の
仕
方
を
確
認
・
修
正

す
る
際
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
が
示
す
新

た
な
視
点
や
反
対
意
見
を
参

考
に
し
つ
つ
、
鵜
呑
み
に
せ

ず
自
分
の
考
え
を
吟
味
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

３
年
社
会
科
で
は
、
多
角

的
に
整
理
・
考
察
す
る
場
面

で
、
生
徒
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
対

話
活
動
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
回
答

を
、
教
科
書
や
資
料
集
、
統

計
デ
ー
タ
な
ど
複
数
の
情
報

源
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
回
答

の
妥
当
性
を
批
判
的
に
検
討

す
る
学
び
が
展
開
さ
れ
た
。

１
年
英
語
科
で
は
、
ク
イ

ズ
の
ア
イ
デ
ア
を
得
る
た
め

に
生
成
Ａ
Ｉ
を
対
話
相
手
と

し
て
活
用
し
た
り
、
自
ら
の

発
音
を
確
認
す
る
音
声
認
識

ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
し
た
り

し
た
。

２
年
の
探
究
学
習
で
は
、

生
徒
が
書
い
た
ふ
り
返
り
を

生
成
Ａ
Ｉ
に
整
理
さ
せ
、
今

後
の
活
動
へ
の
ア
イ
デ
ア
を

学
級
全
体
で
共
有
す
る
こ
と

で
、
協
働
的
な
学
び
を
支
援

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
高
森
中
学
校

で
は
、
対
話
の
相
手
と
し
て

友
達
や
教
師
だ
け
で
な
く
生

成
Ａ
Ｉ
を
選
択
肢
に
加
え
る

こ
と
で
、
自
分
に
と
っ
て
最

適
な
学
習
方
法
を
判
断
し
、

学
び
を
進
め
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
サ

ポ
ー
ト
を
適
切
に
導
入
す
る

こ
と
で
、
個
別
化
・
個
性
化

へ
の
対
応
が
さ
ら
に
進
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

高
森
町
の
公
開
研
は
、
５

月
２９
日
、
１０
月
２
日
、
１２
月

４
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
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シ
ン
プ
ル
で
資
質
・
能
力
の
育
成
に

つ
な
が
る
学
習
評
価
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討

シ
ン
プ
ル
で
資
質
・
能
力
の
育
成
に

つ
な
が
る
学
習
評
価
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討

「
進
化
」を
目
指
す

Ａ
Ｉ
の
教
育
利
活
用

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

～熊本県高森中学校の自己調整学習から～

のの主主体体的的なな学学びびへへのの転転換換

教
科
書
の
構
造
理
解
が
探
究
学
習
の
基
盤
に

教科書の図やグラフを読み解くことで子供自ら新たな
課題を見つけていく（吉田教諭提示資料より）

（１） ２０２６年（令和８年）５月２５日（月曜日）

生成AIがサポートする個別化・個性化

社会科授業で、対話の相手として
生成AI を活用する様子

AI 時代AI 時代AI 時代
第２回

教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
が
第
３
回
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
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